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に
す
べ
し
。
サ
イ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
重
要
だ
。
広
報
と
し
て
で
は
な
く
、
動

か
す
上
で
重
視
す
べ
し
。 

④
医
師
体
制
（
「
循
環
配
置
」
構
想
）

は
、
「
１
人
が
被
災
地
４
ヵ
月
、
残
り
８

ヵ
月
を
大
学
」
で
は
地
域
の
患
者
が
困

る
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
や
、
他
地
域
医

療
を
担
う
他
の
医
師
と
の
間
に
長
期
的

に
矛
盾
を
生
ま
な
い
か
等
の
批
判
あ

り
。 ⑤

計
画
段
階
か
ら
“
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
”
体
制
で
行
く
べ
き
だ
。
等
な
ど
… 

こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
し
て
、
応
対
し

た
主
催
者
側
は
、
「
被
災
地
は
大
変
困

難
な
状
況
に
あ
り
、
と
に
か
く
医
師
さ

え
来
て
も
ら
え
れ
ば
」
（
宮
城
県
保
健
福

祉
部
長
）
と
の
情
け
な
い
弁
明
。
山
本

東
北
大
学
医
学
部
長
は
、
「
ご
も
っ
と
も

な
指
摘
で
す
」
と
言
い
な
が
ら
、
「
３
人

で
１
チ
ー
ム
作
る
の
で
診
療
の
継
続
を

確
保
す
る
。
こ
の
様
に
し
な
け
れ
ば
医

師
の
流
出
を
防
げ
な
い
。
医
師
以
外
の

ス
タ
ッ
フ
養
成
の
た
め
臨
床
研
究
支
援

者
コ
ー
ス
（
大
学
院
）
」
を
開
設
し
た
、
と

応
じ
て
い
ま
し
た
。 

「東北メデイカル・メガバンク」計画検討会（文科省主催）に参加して 

     東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター 村口至・事務局次長（医師） 

省
）
―
―
宮
城
県
に
立
ち
上
が
っ
た

医
療
福
祉
情
報
連
携
「
医
療
福
祉
情

報
連
携
協
議
会
」
が
急
遽
開
催
さ
れ

た
背
景
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
２
つ

の
要
素
を
、
大
学
を
使
っ
て
取
り
組
ま

せ
、
人
材
育
成
し
、
構
想
に
実
現
化

を
図
る
と
い
う
国
家
の
意
図
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
当
初
の
「
新
成
長
戦

略
」
の
２
分
野
の
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
グ
リ
ー
ン
、
メ
デ
イ
カ
ル
）
が
打
ち

上
げ
ら
れ
た
時
（
Ｈ
23
・
６
月
）
に
東

北
大
学
医
学
部
が
名
乗
り
出
た
こ
と

を
“
好
機
”
と
し
て
、
国
家
構
想
が

動
き
出
し
た
と
い
う
経
過
と
推
測
で

き
ま
す
。 

（
３
）
計
画
の
実
施
内
容
に
つ
い
て 

《
第
１
段
階
》
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
規

模
：
宮
城
、
岩
手
県
で
15
万
人 

・
地
域
住
民
コ
ホ
ー
ト
８
万
人(

遺

伝
子
解
析
同
意)

：
宮
城
、
岩
手
被

災
地
沿
岸
部
。 

・
３
世
代
コ
ホ
ー
ト 

 

７
万
人
（
２
万
１
千
家
系
：
宮
城
・
岩

手
県
全
域
で
出
生
時
、
親
、
祖
父
母

を
対
象
）
。
こ
れ
ら
の
対
象
か
ら
、
生

体
資
料
、
定
期
健
診
、
健
康
情
報
、

診
療
情
報
等
を
収
集
。
適
切
な
時
期

に
遺
伝
子
解
析
の
同
意
取
得
。
こ
れ

ら
を
も
と
に
バ
イ
オ
バ
ン
ク
を
構
築
す

る
。 

・
宮
城
県
５
～
12
歳
学
校
保
健

記
録
追
跡
。 

《
第
２
段
階
》
バ
イ
オ
バ
ン
ク
を
活

用
し
た
次
世
代
医
療
を
実
現
す
る
た

め
の
研
究
推
進 

・
個
別
化
医
療
、
創
薬
実
現
に
向

け
た
研
究
推
進
。 

 

私
に
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
企
画
か
ら

は
、
「
な
ぜ
、
今
、
被
災
地
を
設
定
し

た
の
か
」
の
疑
問
は
、
被
災
地
の
“
弱

み
”
“
地
域
的
脆
弱
さ
”
に
付
込
ん

で
と
し
か
見
え
て
こ
な
い
。
し
か
も
学

問
の
衣
を
か
ぶ
せ
た
企
画
と
し
て
、
一

研
究
機
関
の
企
画
か
ら
、
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
な
っ
た
時
の
も
た
ら
す
恐
ろ

し
さ
を
、
ま
す
ま
す
感
じ
ま
す
。 

文
科
省
主
催
「
東
北
メ
デ
イ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
」
（
以
下
ｍ
ｍ
ｂ
と

略
す
）
計
画
第
１
回
検
討
会
が
、
４
月
５
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
医
師
の
村
口
至
・
県
民
セ
ン
タ
ー
次
長
（
上
写
真
）

に
、
会
議
の
概
要
と
対
策
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
意
見
に
「
ご
も
っ
と
も
な
指
摘
」(

山
本
部
長
） 

私
は
終
了
後
、
座
長
の
豊
島
委
員

（
理
化
学
研
究
所
研
究
顧
問
）に
、
我

が
県
民
セ
ン
タ
ー
の
構
想
に
関
す
る

意
見
書
を
渡
し
、
こ
の
検
討
会
で
発

言
す
る
機
会
を
与
え
て
欲
し
い
と
求

め
た
と
こ
ろ
、
担
当
課
長
が
割
り
込

ん
で
き
て
「
こ
の
会
は
そ
の
よ
う
な
場

で
な
い
。
も
の
ご
と
を
決
定
す
る
と
こ

ろ
で
な
い
」
の
で
と
納
得
ゆ
か
ぬ
説
明

で
断
ら
れ
、
後
日
、
文
章
を
送
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

検
討
会
は
、
５
月
に
か
け
て
５
回
行

い
提
言
を
出
す
予
定
で
す
。
緊
急
対

策
と
し
て
、
①
被
災
地
の
住
民
、
自
治

体
に
情
報
を
伝
え
、
当
事
者
に
説
明

の
機
会
を
作
ら
せ
る
、
②
「
県
医
療
福

祉
情
報
連
携
協
議
会
」
を
含
め
た
構

想
、
企
画
を
総
合
的
に
捉
え
分
析
し

見
解
を
提
起
す
る
、
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
、

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

県
民
セ
ン
タ
ー
の
「
提
言
」
と
緊
急
対
策
に
つ
い
て 

「
な
ぜ
、
被
災
地
で
ｍ
ｍ
ｂ
か
」
―
―
深
ま
っ
た
疑
問 
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※
「
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
：
公
衆
衛
生
や
疫
学
的
調

査
研
究
方
法
で
、
特
定
の
要
因
と
疾
病
発
生
の
関

連
を
将
来
の
時
の
経
過
に
あ
わ
せ
て
追
跡
し
て
調
べ

る
方
法
。
※
「
サ
イ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
：
サ
イ

コ
と
は
精
神
又
は
心
理
の
意
味
で
す
。 

 

今
回
の
「
ｍ
ｍ
ｂ
検
討
会
」
で
は
、
冒
頭

主
催
者
の
吉
田
研
究
振
興
局
長
が
挨

拶
。
担
当
の
板
倉
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
課

長
か
ら
、
計
画
実
施
の
前
提
と
し
て
、

①
被
災
地
の
復
興
を
目
的
と
す
る
、
②

東
北
地
区
の
医
療
復
興
に
合
わ
せ
て
、

次
世
代
医
療
体
制
を
構
築
す
る
（
「
日

本
再
生
基
本
戦
略
Ｈ
23
年
12
月
閣

議
決
定
」
）
と
の
説
明
が
な
さ
れ
、
山
本

東
北
大
学
医
学
部
長
が
40
分
に
渡
っ

て
報
告
し
、
そ
の
後
、
参
加
委
員
と
の

間
に
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

各
委
員
か
ら
だ
さ
れ
た
主
な
意
見
。 

①
被
災
地
の
現
状
か
ら
、
ま
ず
医
療

支
援
が
先
に
あ
る
べ
き
だ
（
こ
の
発
言

は
、
繰
り
返
し
複
数
委
員
か
ら
な
さ
れ

た
）
。
「
復
興
事
業
と
し
て
地
域
に
認
め

ら
れ
る
か
が
大
事
」
「
地
域
の
負
担
ば
か

り
が
大
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
」

と
の
発
言
も
あ
り
。 

②
コ
ホ
ー
ト
調
査
に
、
“
医
療
支

援
”
と
い
う
介
入
は
、
コ
ホ
ー
ト
調
査

の
本
来
的
あ
り
方
か
ら
異
な
る
。
介
入

が
結
果
に
影
響
す
る
と
い
う
原
則
論
か

ら
の
批
判
あ
り
。 

③
被
災
地
の
住
民
や
自
治
体
の
理

解
が
前
提
と
な
る
べ
し
。
（
こ
の
指
摘
も

繰
り
返
し
出
さ
れ
た
）
。
国
策
コ
ホ
ー
ト

と
し
て
国
民
の
支
持
を
え
ら
れ
る
よ
う 

 

「
検
討
会
」
で
は
、
新
し
い
装
い
で
の

企
画
と
具
体
化
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

（
１
）
岩
手
県
も
対
象
地
域
に
加
え
、

岩
手
医
科
大
学
関
係
者
（
副
学
長
、
病

院
長
、
人
見
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）
の

同
席
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
発
言
は
、

既
に
県
に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
沿
岸
４
ヵ
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト

を
開
所
し
50
余
名
体
制
（
医
師
、
看
護

師
、
保
健
師
、
臨
床
心
理
士
等
）
を
と

り
、
住
民
の
コ
コ
ロ
と
体
を
守
る
立
場
か

ら
事
業
を
開
始
し
、
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
形
で
ｍ
ｍ

ｂ
に
参
加
し
た
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

私
に
は
、
こ
の
発
言
は
初
耳
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
り
そ
う

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
●
東
北

大
が
健
康
調
査
（
公
衆
衛
生
講
座
）
に

比
し
て
、
既
に
現
地
で
臨
床
要
求
に
対

応
し
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
が
、
途
中

か
ら
遺
伝
子
登
録
事
業
に
組
み
込
む
と

い
う
こ
と
を
現
地
で
同
意
を
得
ら
れ
る

か
の
問
題
。
●
東
北
大
が
無
理
に
引
き

こ
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
。
●

被
災
福
島
県
が
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を

ど
う
見
る
べ
き
か
、
と
い
う
点
で
す
。 

（
２
）
ｍ
ｍ
ｂ
実
施
に
あ
た
り
二
サ
イ
ド

か
ら
組
み
立
て
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
「
日
本
再
生
基
本
戦
略
」
～
危

機
の
克
服
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
挑
戦
（
Ｈ

23
・
12
・
24
閣
議
決
定
）
」
を
根
拠
に

し
、
①
地
域
医
療
情
報
連
携
基
盤
（
厚

労
省
、
総
務
省
）
と
、
②
健
康
調
査
、
バ

イ
オ
バ
ン
ク
構
築
、 

解
析
研
究
（
文
科 
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